
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】同種多数の物品群から選択・組合された物品ロ

ット間の物性のバラツキを小さくする組合せ方法及びそ

の演算装置を提供する。

【解決手段】物品群の中から物品を順次選択し、複数個

の物品を組合せる方法であって、（１）物品群の物品の

物性の平均値（ＷＮave）を求め、（２）１回目は、物

性の最大値とＷＮaveとの差及び最小値とＷＮaveとの差

を求め、その差が大きいほうの物性を有する物品を選択

し、（３）２回目からｐ－１回目までは、それまでに選

択した物品の物性の平均値（ＷＳave）がＷＳave≧ＷＮ

aveのときは未選択の物品群から物性最小の物品を選択

し、ＷＳave＜ＷＮaveのときは物性最大ｍｐ物品を選択

する操作を順次行ない、（４）最終回（ｐ回目）は、そ

の最後の物品を含む全選択物品の物性の平均値ＷＳave

がＷＮaveに最も近い物品を未選択の物品群から選択す

る操作により物品を組み合わせる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 物 性 に バ ラ ツ キ が あ る 同 種 多 数 の 物 品 か ら な る 物 品 群 の 中 か ら 物 品 を 順 次 選 択 し 、 ｐ 個
（ ｐ は ２ 以 上 の 整 数 を 示 す ） の 物 品 を 組 合 せ る 方 法 で あ っ て 、
（ １ ） 各 物 品 の 物 性 を そ れ ぞ れ 測 定 し 、 そ の 物 品 群 に お け る 物 品 の 物 性 の 平 均 値 （ 以 下 、
Ｗ Ｎ aveと い う ） を 求 め 、
（ ２ ） そ の 物 品 群 に お け る 物 品 の 物 性 の 最 大 値 と Ｗ Ｎ aveと の 差 及 び そ の 物 品 群 に お け る
物 品 の 物 性 の 最 小 値 と Ｗ Ｎ aveと の 差 を そ れ ぞ れ 求 め 、 そ れ ら の 差 を 比 較 し て そ の 差 が 大
き い ほ う の 物 性 を 有 す る 物 品 を １ 個 目 の 物 品 と し て 選 択 し 、
（ ３ ） ２ 回 目 か ら ｐ － １ 回 目 ま で の 物 品 の 選 択 に お い て は 、 そ れ ま で に 選 択 し た 物 品 の 物
性 の 平 均 値 （ 以 下 、 Ｗ Ｓ aveと い う ） が 、
（ i） Ｗ Ｓ ave≧ Ｗ Ｎ aveを 満 足 す る と き 、 未 選 択 の 物 品 群 の 中 で 最 も 小 さ い 物 性 を 有 す る
物 品 を 選 択 し 、
（ ii） Ｗ Ｓ ave＜ Ｗ Ｎ aveを 満 足 す る と き 、 未 選 択 の 物 品 群 の 中 で 最 も 大 き い 物 性 を 有 す る
物 品 を 選 択 す る 操 作 を 順 次 行 な い 、
（ ４ ） 最 後 の ｐ 回 目 の 物 品 の 選 択 に お い て は 、 そ の 最 後 の ｐ 回 目 の 物 品 を 含 む 全 選 択 物 品
の 物 性 の 平 均 値 Ｗ Ｓ aveが Ｗ Ｎ aveに 最 も 近 い 物 品 を 未 選 択 の 物 品 群 か ら 選 択 す る 操 作
か ら な る 物 品 の 組 合 せ 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ｐ 個 の 物 品 の 組 合 せ を 繰 返 し て 行 な う 請 求 項 １ 記 載 の 物 品 の 組 合 せ 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 物 品 の 組 合 せ 方 法 を 行 な う 演 算 手 段 を 具 備 す る 組 合 せ 演 算 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 物 品 の 組 み 合 せ 方 法 に 関 す る 。 更 に 詳 し く は 、 例 え ば 、 工 業 製 品 、 農 産 物 、
水 産 物 等 の 物 品 の 物 性 に バ ラ ツ キ が あ る と き に 、 そ の 複 数 の 物 品 が 組 合 さ れ た 物 品 の ロ ッ
ト ご と の 物 性 の バ ラ ツ キ を 小 さ く す る こ と が で き る 物 品 の 組 合 せ 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 複 数 個 の 物 品 の 物 性 に バ ラ ツ キ が あ る と き 、 そ の 物 品 を 複 数 個 集 合 さ せ た 物 品 群 間 の 物
性 の バ ラ ツ キ を 小 さ く す る た め に 、 一 般 に 、 物 性 に バ ラ ツ キ の あ る 物 品 同 士 を 適 宜 組 合 せ
る こ と に よ っ て 物 品 群 間 の 物 性 の バ ラ ツ キ を 小 さ く す る こ と が 行 な わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 水 産 物 や 農 産 物 の 箱 詰 め 等 の 作 業 は 、 こ の よ う な 組 合 せ の 典 型 的 な 例 で あ る 。
し か し 、 例 え ば 、 野 菜 や 果 物 等 は 、 そ の 重 量 や 外 形 寸 法 等 が ま ち ま ち で あ り 、 一 般 に 、 １
つ の パ ッ ク に 詰 め ら れ て い る 物 品 の 重 量 や 大 き さ が 略 均 一 で あ る こ と が 消 費 者 に 好 ま れ る
。 ま た 、 同 一 条 件 で 作 ら れ た 工 業 製 品 で あ っ て も 、 重 量 等 の 物 性 に あ る 程 度 の バ ラ ツ キ が
生 じ る こ と は や む を 得 な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 こ の よ う な 物 品 の 箱 詰 め 等 の 際 の 物 品 の 組 合 せ は 、 作 業 者 の 試 行 錯 誤 で 行 な わ れ
た り 、 作 業 者 の 勘 に 頼 っ て 行 な わ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ う し た 作 業 を 行 な う 際 に 用 い ら れ る 装 置 と し て 、 重 量 が 異 な る 同 種 多 数 の 物 品 を 重 量
ラ ン ク 別 に 選 別 す る と 共 に 、 こ れ ら の 物 品 を 各 重 量 ラ ン ク ご と に 所 定 の 目 標 重 量 に 組 合 せ
て 所 定 重 量 の 商 品 と す る 重 量 ラ ン ク 別 組 合 せ 計 量 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。 し か し 、 こ の 装 置 に は 、 複 数 の 計 量 機 が 必 要 で あ り 、 ま た 、 選 別 モ ー ド や 作
業 モ ー ド で 煩 雑 な 設 定 や 計 算 を 要 す る と い う 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 物 品 の 重 量 に 応 じ て 物 品 を 選 別 す る た め に 、 物 性 の 重 量 を 測 定 し た 物 品 を 組 合 せ
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る 際 に 、 合 計 重 量 が 所 望 の 重 量 に 等 し い か 又 は こ れ に 近 い 物 品 の 組 合 せ を 選 択 す る 組 合 せ
演 算 手 段 を 具 備 す る 重 量 選 別 機 能 付 き 組 合 せ 秤 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参
照 ） 。 し か し 、 こ の 秤 に は 、 重 量 選 別 機 能 の 付 い た 特 別 な 組 合 せ 秤 が 必 要 で あ り 、 ま た 、
少 な い 数 の 物 品 に 基 づ い て 組 合 せ 演 算 を 行 な う と 、 許 容 重 量 範 囲 内 の 組 合 せ が で き る 確 率
が 低 く な る 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 他 の 方 法 と し て 、 物 品 の 組 合 せ の 設 定 値 、 上 下 限 値 等 を 設 け 、 収 束 計 算 に よ り 組
合 せ を 決 定 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。 し か し 、 こ の 方 法 に
は 、 正 規 化 、 収 束 等 の 煩 雑 な 計 算 を 要 す る と い う 課 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ６ ７ ８ １ ６ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ６ － ２ ０ １ ４ ４ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － ３ １ ４ ６ ８ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 物 性 に バ ラ ツ キ が あ る 同 種 多 数 の 物 品 群 か ら 選 択 さ れ た 複 数 の 組 合 さ
れ た 物 品 の ロ ッ ト 間 の 物 性 の バ ラ ツ キ を 小 さ く す る こ と が で き る 物 品 の 組 合 せ 方 法 及 び 組
合 せ を 行 な う 演 算 手 段 を 具 備 す る 演 算 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、
１ ． 物 性 に バ ラ ツ キ が あ る 同 種 多 数 の 物 品 か ら な る 物 品 群 の 中 か ら 物 品 を 順 次 選 択 し 、 ｐ
個 （ ｐ は ２ 以 上 の 整 数 を 示 す ） の 物 品 を 組 合 せ る 方 法 で あ っ て 、
（ １ ） 各 物 品 の 物 性 を そ れ ぞ れ 測 定 し 、 そ の 物 品 群 に お け る 物 品 の 物 性 の 平 均 値 （ 以 下 、
Ｗ Ｎ aveと い う ） を 求 め 、
（ ２ ） そ の 物 品 群 に お け る 物 品 の 物 性 の 最 大 値 と Ｗ Ｎ aveと の 差 及 び そ の 物 品 群 に お け る
物 品 の 物 性 の 最 小 値 と Ｗ Ｎ aveと の 差 を そ れ ぞ れ 求 め 、 そ れ ら の 差 を 比 較 し て そ の 差 が 大
き い ほ う の 物 性 を 有 す る 物 品 を １ 個 目 の 物 品 と し て 選 択 し 、
（ ３ ） ２ 回 目 か ら ｐ － １ 回 目 ま で の 物 品 の 選 択 に お い て は 、 そ れ ま で に 選 択 し た 物 品 の 物
性 の 平 均 値 （ 以 下 、 Ｗ Ｓ aveと い う ） が 、
（ i） Ｗ Ｓ ave≧ Ｗ Ｎ aveを 満 足 す る と き 、 未 選 択 の 物 品 群 の 中 で 最 も 小 さ い 物 性 を 有 す る
物 品 を 選 択 し 、
（ ii） Ｗ Ｓ ave＜ Ｗ Ｎ aveを 満 足 す る と き 、 未 選 択 の 物 品 群 の 中 で 最 も 大 き い 物 性 を 有 す る
物 品 を 選 択 す る 操 作 を 順 次 行 な い 、
（ ４ ） 最 後 の ｐ 回 目 の 物 品 の 選 択 に お い て は 、 そ の 最 後 の ｐ 回 目 の 物 品 を 含 む 全 選 択 物 品
の 物 性 の 平 均 値 Ｗ Ｓ aveが Ｗ Ｎ aveに 最 も 近 い 物 品 を 未 選 択 の 物 品 群 か ら 選 択 す る 操 作
か ら な る 物 品 の 組 合 せ 方 法 、 並 び に
２ ． 前 記 物 品 の 組 合 せ 方 法 を 行 な う 演 算 手 段 を 具 備 す る 組 合 せ 演 算 装 置
に 関 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 物 品 の 組 合 せ 方 法 及 び 演 算 装 置 に よ れ ば 、 従 来 の よ う な 収 束 計 算 等 の 複 雑 な 計
算 や 、 特 別 な 計 量 装 置 を 必 要 と せ ず に 、 物 性 に バ ラ ツ キ が あ る 同 種 多 数 の 物 品 群 か ら 複 数
の 組 合 さ れ た ロ ッ ト 間 の 物 性 の バ ラ ツ キ を 簡 便 に 小 さ く す る こ と が で き る と い う 効 果 が 奏
さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 物 品 の 組 合 せ 方 法 に お い て は 、 物 性 に バ ラ ツ キ が あ る 同 種 多 数 の 物 品 群 か ら 物
品 を 順 次 選 択 し 、 選 択 さ れ た 物 品 を 組 合 せ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 物 性 に バ ラ ツ キ が あ る 同 種 多 数 の 物 品 群 と し て は 、 例 え ば 、 工 業 製 品 、 農 産 物 、 水 産 物
等 の 物 品 が 挙 げ ら れ る が 、 本 願 発 明 は 、 か か る 例 示 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た
、 物 品 の 物 性 と し て は 、 例 え ば 、 重 量 、 寸 法 、 濃 度 、 色 相 等 の 物 性 が 挙 げ ら れ る が 、 そ の
物 性 が 計 測 可 能 で あ れ ば 、 他 の 物 性 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 物 性 に バ ラ ツ キ が あ る 同 種 多 数 の 物 品 群 か ら 物 品 を 順 次 選 択 し 、 選 択 さ れ た 物 品 を 組 合
せ る 方 法 は 、 以 下 の よ う に し て 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま ず 、 本 発 明 の 物 品 の 組 合 せ 方 法 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 物 品 の
組 合 せ 方 法 の 操 作 手 順 の 一 実 施 態 様 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ に 示 さ れ る 各 記 号
の 意 味 内 容 は 、 以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
Ａ ： 品 質 管 理 の 対 象 と す る 物 品 の 名 称
ｎ ： 組 合 せ を 行 な う 前 の 物 品 群 に お け る 物 品 Ａ の 個 数 。 こ こ で 、 ｎ は 、 ２ 以 上 の 整 数 で あ
る 。 ｎ の 最 大 数 は 、 物 品 Ａ の 種 類 や 組 合 せ の 数 等 に よ っ て 異 な る の で 、 一 概 に は 決 定 す る
こ と が で き な い 。 ｎ の 例 と し て は 、 例 え ば 、 ２ ～ １ ０ ０ ０ ０ の 整 数 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
Ｗ Ｎ １ 、 Ｗ Ｎ ２ 、 ・ ・ 、 Ｗ Ｎ ｉ 、 ・ ・ 、 Ｗ Ｎ ｎ － １ 、 Ｗ Ｎ ｎ ： ｎ 個 の 物 品 Ａ の 各 物 性 （ 例
え ば 、 重 量 等 ） を 示 す 。
Ｗ Ｎ ave： ｎ 個 の 物 品 Ａ の 物 性 の 平 均 値 で あ り 、 式 （ １ ） ：
　 Ｗ Ｎ ave＝ （ Ｗ Ｎ １ ＋ Ｗ Ｎ ２ ＋ ・ ・ ＋ Ｗ Ｎ ｉ ＋ ・ ・ ＋ Ｗ Ｎ ｎ － １ ＋ Ｗ Ｎ ｎ ） ／ ｎ 　 　 （
１ ）
に 従 っ て 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
Ｗ Ｎ max： 未 選 択 の 物 品 群 に お け る 物 品 Ａ の 物 性 の 最 大 値 （ 例 え ば 、 最 大 重 量 等 ） を 示 す
。
Ｗ Ｎ min： 未 選 択 の 物 品 群 に お け る 物 品 Ａ の 物 性 の 最 小 値 （ 例 え ば 、 最 小 重 量 等 ） を 示 す
。
ｍ ： 物 品 Ａ を ｐ 個 組 合 せ る こ と に よ っ て 構 成 さ れ る ロ ッ ト の 数 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
Ｍ １ 、 Ｍ ２ 、 ・ ・ 、 Ｍ ｊ 、 ・ ・ 、 Ｍ ｍ － １ 、 Ｍ ｍ ： 物 品 Ａ を そ れ ぞ れ ｐ 個 組 合 せ る こ と に
よ っ て 構 成 さ れ る ロ ッ ト の ロ ッ ト 番 号 を 示 す 。
Ｗ Ｍ １ 、 Ｗ Ｍ ２ 、 ・ ・ 、 Ｗ Ｍ ｊ 、 ・ ・ 、 Ｗ Ｍ ｍ － １ 、 Ｗ Ｍ ｍ ： ロ ッ ト Ｍ １ 、 Ｍ ２ 、 ・ ・ Ｍ

ｍ の 各 ロ ッ ト に お け る 物 性 の 平 均 値 （ 例 え ば 、 平 均 重 量 等 ） を 示 す 。
ｐ ： ロ ッ ト Ｍ ｊ を 構 成 す る 物 品 Ａ の 個 数 を 示 す 。
　 な お 、 ｍ 及 び ｎ は 、 そ れ ぞ れ 、 ｍ ≦ ｎ ／ ２ 及 び ２ ≦ ｐ ≦ ｎ の 関 係 を 満 た す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 さ れ る 実 施 態 様 に お い て 、 例 え ば 、 物 性 と し て 重 量 Ｗ Ｎ ｉ を 持 つ 物 品 Ａ が ｎ 個
あ り 、 こ の 物 品 Ａ を ｐ 個 ず つ 組 合 せ て ロ ッ ト ナ ン バ ー Ｍ ｊ （ そ の 重 量 の 平 均 値 Ｗ Ｍ ｊ を 持
つ ） を ｍ 個 作 る と き の 物 品 の 組 合 せ 方 法 に つ い て 、 以 下 に 説 明 を す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 測 定 デ ー タ を コ ン ピ ュ ー タ 等 の 演 算 装 置 に 入 力 し た 後 に 、 平 均 値 の 演 算 、 判 別 の
演 算 及 び 選 択 の 演 算 等 を 図 １ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て 該 演 算 装 置 で 行 な う と 、 組 合 せ
を 正 確 か つ 迅 速 に 進 め る こ と が で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ と し て は 、 例 え ば 、 パ ー ソ ナ ル コ ン
ピ ュ ー タ を 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 物 品 Ａ の 選 択 を 行 な っ た 後 に 、 求 め た 組 合 せ 結 果 を 演 算 装 置 の 画 面 上 に 表 示 し た
り 、 紙 等 の 媒 体 に 印 刷 し て も よ い 。 更 に 、 演 算 装 置 の 選 択 演 算 出 力 及 び 組 合 せ 結 果 の 出 力
を 利 用 し て 、 別 の 物 品 選 択 装 置 や 組 合 せ 装 置 を 駆 動 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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（ １ ） ス テ ッ プ １
　 ま ず 、 図 １ の 「 開 始 」 か ら 始 め る 。 ｎ 個 の 物 品 Ａ の 重 量 Ｗ Ｎ ｉ を そ れ ぞ れ 測 定 す る 。 そ
の 後 、 ｎ 個 の 物 品 Ａ の 物 品 群 に お け る 重 量 の 平 均 値 （ 以 下 、 Ｗ Ｎ aveと い う ） を 前 記 式 （
１ ） に 従 っ て 求 め る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ ２ ） ス テ ッ プ ２
　 ｎ 個 の 物 品 Ａ の 物 品 群 に お け る 重 量 の 最 大 値 と Ｗ Ｎ aveと の 差 及 び 重 量 の 最 小 値 と Ｗ Ｎ a
veと の 差 を そ れ ぞ れ 求 め 、 そ れ ら の 差 を 比 較 し て そ の 差 が 大 き い ほ う の 物 性 を 有 す る 物 品
を １ 回 目 の 物 品 と し て 選 択 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 １ 回 目 の 選 択 （ ｓ ＝ １ ） に お い て 、 未 選 択 の 物 品 Ａ の 物 品 群 の 中 の 重
量 の 最 大 値 （ 以 下 、 Ｗ Ｎ maxと い う ） 及 び 重 量 の 最 小 値 （ 以 下 、 Ｗ Ｎ minと い う ） が 、
（ i） 式 ： （ Ｗ Ｎ ave－ Ｗ Ｎ min） ≧ （ Ｗ Ｎ max－ Ｗ Ｎ ave） を 満 足 す る 場 合 に は 、 Ｗ Ｎ minを
有 す る 物 品 Ａ を 選 択 し 、
（ ii） 式 ： （ Ｗ Ｎ ave－ Ｗ Ｎ min） ＜ （ Ｗ Ｎ max－ Ｗ Ｎ ave） を 満 足 す る 場 合 に は 、 Ｗ Ｎ max
を 有 す る 物 品 Ａ を 選 択 す る 。
　 な お 、 １ 回 目 の 選 択 に お い て は 、 選 択 さ れ た 物 品 Ａ （ Ｓ １ ） が １ 個 だ け で あ る か ら 、 物
品 Ａ （ Ｓ １ ） の 重 量 が Ｗ Ｓ aveと な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ３ ） ス テ ッ プ ３
　 ２ 回 目 か ら ｐ － １ 回 目 の 物 品 Ａ の 選 択 （ ２ ≦ ｓ ≦ ｐ － １ ） に つ い て は 、 そ れ ま で に 選 択
し た 物 品 Ａ の 重 量 の 平 均 値 （ 以 下 、 Ｗ Ｓ aveと い う ） が 、
（ i） Ｗ Ｓ ave≧ Ｗ Ｎ aveを 満 足 す る と き 、 未 選 択 の 物 品 Ａ の 物 品 群 の 中 で 最 も 小 さ い 重 量
（ Ｗ Ｎ min） を 有 す る 物 品 Ａ を 選 択 し 、
（ ii） Ｗ Ｓ ave＜ Ｗ Ｎ aveを 満 足 す る と き 、 未 選 択 の 物 品 Ａ の 物 品 群 の 中 で 最 も 大 き い 重 量
（ Ｗ Ｎ max） を 有 す る 物 品 Ａ を 選 択 す る 。 こ の 選 択 の 後 に 、 Ｗ Ｓ aveは 、 選 択 し た 物 品 Ａ の
物 性 を 加 え て 再 計 算 す る 。 こ の 操 作 を ｓ ＝ ｐ － １ と な る ま で 繰 返 し て 行 な い 、 前 記 （ i）
及 び （ ii） の 条 件 に 従 っ て 各 回 数 に お け る Ｗ Ｎ max又 は Ｗ Ｎ minを 有 す る 物 品 Ａ を 選 択 す る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 未 選 択 の 物 品 Ａ の 物 品 群 の 中 か ら 物 品 Ａ を 順 次 選 択 す る 際 の 選 択 回 数 を ｓ で 表 わ
す と 、 ｓ 回 目 ま で に 選 択 し た ｓ 個 の 物 品 Ａ の 重 量 を Ｗ Ｓ ｓ と し た と き 、 ｓ 個 の 物 品 Ａ の 重
量 の 平 均 値 （ Ｗ Ｓ ave） は 、 式 （ ２ ） ：
　 Ｗ Ｓ ave＝ （ Ｗ Ｓ １ ＋ Ｗ Ｓ ２ ＋ ・ ・ ＋ Ｗ Ｓ ｓ ） ／ ｓ 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ ）
（ 式 中 、 ｓ 及 び ｐ は １ ≦ ｓ ≦ ｐ の 関 係 を 満 足 す る ）
に 従 っ て 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ ス テ ッ プ ４ ）
　 最 後 の ｐ 個 目 の 物 品 の 選 択 に つ い て は 、 そ の 最 後 の ｐ 個 目 の 物 品 を 含 む 全 選 択 物 品 の 重
量 の 平 均 値 Ｗ Ｓ aveが Ｗ Ｎ aveに 最 も 近 い 物 品 を 未 選 択 の 物 品 群 か ら 選 択 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 Ｗ Ｓ ｐ は 、 式 （ ３ ） ：
　 　 Ｗ Ｓ ave＝ （ Ｗ Ｓ １ ＋ Ｗ Ｓ ２ ＋ ・ ・ ＋ Ｗ Ｓ ｐ ） ／ ｐ 　 　 　 　 　 　 （ ３ ）
に 基 づ い て 求 め ら れ る Ｗ Ｓ aveが Ｗ Ｎ aveと 最 も 近 い 値 に な る よ う に 未 選 択 の 物 品 Ａ の 中 か
ら 選 択 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ ス テ ッ プ ５ ）
　 前 記 ス テ ッ プ ２ ～ ４ の 操 作 を 物 品 Ａ が ｐ 個 組 合 せ ら れ る よ う に し て 繰 返 し て 行 な う こ と
に よ り 、 複 数 ロ ッ ト を つ く る こ と が で き る 。 そ の 最 初 の ロ ッ ト を ロ ッ ト Ｍ １ と し 、 そ れ 以
後 は 、 必 要 に よ り 、 前 記 ス テ ッ プ ２ ～ ス テ ッ プ ４ と 同 様 の 手 順 を 繰 返 し て 行 な う こ と に よ
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り 、 ｍ 個 の ロ ッ ト Ｍ １ 、 Ｍ ２ 、 ・ ・ 、 Ｍ ｍ を 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 か く し て 本 発 明 の 方 法 に よ れ ば 、 物 品 Ａ の 物 品 群 か ら 選 択 さ れ た 物 品 Ａ の 組 合 せ を 順 次
行 い 、 そ の ロ ッ ト を 作 る 操 作 の 後 半 段 階 に お い て も 、 残 存 し て い る 物 品 Ａ が Ｗ Ｎ ａ ｖ ｅ か
ら 大 き く か け 離 れ る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 方 法 に よ れ ば 、 収 束 計 算 等 の 複 雑 な 計 算 や 、 特 別 な 計 量 装 置 を 必 要 と せ
ず に 、 重 量 の バ ラ ツ キ が 小 さ い 物 品 Ａ の 組 合 せ を 容 易 に 得 る こ と が で き る 。 な お 、 物 品 Ａ
の 組 合 せ の 最 後 に 構 成 数 ｐ 未 満 の 物 品 Ａ が 残 っ て い る 場 合 に は 、 そ の 残 存 し て い る 物 品 Ａ
は 、 次 回 の 組 合 せ に 繰 越 し て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
実 施 例 １
（ ス テ ッ プ １ ）
　 物 品 Ａ １ ０ ０ 個 の 質 量 を そ れ ぞ れ 測 定 し 、 測 定 し た 順 番 に 並 べ る と 次 の よ う に な っ た 。
　 98.15、 104.47、 103.32、 95.64、 98.06、 97.43、 102.85、 93.72、 101.49、 99.50、 103.
79、 101.54、 110.89、 109.32、 98.58、 104.10、 102.24、 95.50、 101.26、 96.16、 99.82、
107.58、 97.09、 98.12、 94.56、 97.27、 95.64、 99.23、 107.58、 99.49、 102.07、 95.26、
98.17、 104.34、 98.04、 102.45、 99.64、 98.92、 91.54、 107.27、 107.11、 98.72、 106.99
、 95.46、 96.87、 102.38、 104.48、 102.27、 97.59、 109.64、 101.69、 101.99、 100.32、 1
05.36、 97.28、 104.30、 101.68、 97.78、 106.92、 89.90、 106.72、 106.70、 98.55、 87.63
、 104.94、 102.41、 95.28、 97.51、 94.38、 99.13、 101.57、 97.67、 101.22、 103.96、 93.
37、 100.89、 100.39、 103.72、 100.01、 104.65、 95.13、 100.47、 91.48、 101.79、 97.46
、 106.29、 103.89、 97.17、 101.21、 96.75、 99.77、 97.64、 103.69、 98.35、 103.55、 98.
53、 103.71、 98.25、 93.74、 95.88、 （ 各 数 字 の 単 位 は ｇ ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 実 施 例 の 説 明 を わ か り や す く す る た め に 、 こ れ を 重 い 順 序 に 並 べ 替 え て 下 記 Ｎ ｉ （
i＝ 1～ １ ０ ０ ） に 示 す 番 号 を 付 け た 。 こ の 平 均 値 Ｗ Ｎ aveは 、 100.263ｇ で あ っ た 。
Ｎ ｉ （ i＝ 1～ 100） ＝ ｛ 110.89、 109.64、 109.32、 107.58、 107.58、 107.27、 107.11、 106
.99、 106.92、 106.72、 106.70、 106.29、 105.36、 104.94、 104.65、 104.48、 104.47、 104
.34、 104.30、 104.10、 103.96、 103.89、 103.79、 103.72、 103.71、 103.69、 103.55、 103
.32、 102.85、 102.45、 102.41、 102.38、 102.27、 102.24、 102.07、 101.99、 101.79、 101
.69、 101.68、 101.57、 101.54、 101.49、 101.26、 101.22、 101.21、 100.89、 100.47、 100
.39、 100.32、 100.01、 99.82、 99.77、 99.64、 99.50、 99.49、 99.23、 99.13、 98.92、 98.
72、 98.58、 98.55、 98.53、 98.35、 98.25、 98.17、 98.15、 98.12、 98.06、 98.04、 97.78
、 97.67、 97.64、 97.59、 97.51、 97.46、 97.43、 97.28、 97.27、 97.17、 97.09、 96.87、 9
6.75、 96.16、 95.88、 95.64、 95.64、 95.50、 95.46、 95.28、 95.26、 95.13、 94.56、 94.3
8、 93.74、 93.72、 93.37、 91.54、 91.48、 89.90、 87.63｝ （ 各 数 字 の 単 位 は ｇ ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ ス テ ッ プ ２ ）
　 こ の 物 品 Ａ の 物 品 群 か ら 、 物 品 Ａ を ３ 個 ず つ 選 択 し （ ｐ ＝ ３ ） 、 そ の 組 合 せ を 行 な う が
、 そ の う ち の １ 回 目 の 選 択 を 行 な っ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 未 選 択 の 物 品 Ａ の 物 品 群 に お け る Ｗ Ｎ maxは 110.89ｇ で あ り 、 Ｗ Ｎ minは 87.63ｇ で あ っ
た 。
　 次 に 、 Ｗ Ｎ aveと Ｗ Ｎ minと の 差 が 12.63ｇ で あ り 、 Ｗ Ｎ maxと Ｗ Ｎ aveと の 差 が 10.63ｇ で
あ る こ と か ら 、 式 ： （ Ｗ Ｎ ave－ Ｗ Ｎ min） ≧ （ Ｗ Ｎ max－ Ｗ Ｎ ave） を 満 足 す る の で 、 １ 回
目 の 選 択 と し て 、 Ｓ １ ＝ Ｗ Ｎ min（ 87.63ｇ ） を 選 択 し た 。 そ の と き の Ｗ Ｓ aveは 、 １ 回 目
の 選 択 で あ る た め 、 87.63ｇ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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（ ス テ ッ プ ３ ）
　 次 に 、 ２ 回 目 の 選 択 を 行 な っ た 。 Ｗ Ｓ ave（ 87.63ｇ ） ＜ Ｗ Ｎ ave（ 100.26ｇ ） を 満 足 す
る こ と か ら 、 Ｓ ２ と し て 、 未 選 択 の 物 品 Ａ の 物 品 群 中 の Ｗ Ｎ max（ 110.89ｇ ） を 選 択 し た
。 ま た 、 Ｗ Ｓ aveを 再 計 算 す る と 、 Ｗ Ｓ aveは 99.26ｇ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ ス テ ッ プ ４ ）
　 最 後 （ ３ 回 目 ） の 選 択 を 行 な っ た 。 Ｎ ２ ９ （ 102.27ｇ ） を 選 択 し て Ｗ Ｓ aveを 再 計 算 す
る と Ｗ Ｓ aveの 値 は 100.26ｇ と な り 、 Ｗ Ｎ ave＝ 100.26ｇ に 最 も 近 い の で 、 Ｓ ３ と し て 、 Ｎ

３ ３ （ 102.27ｇ ） を 選 択 し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ ス テ ッ プ ５ ）
　 以 上 の よ う に し て 、 物 品 Ａ を 選 択 し て 組 合 せ た Ｓ １ （ Ｎ １ ０ ０ ＝ 87.63ｇ ） 、 Ｓ ２ （ Ｎ

１ ＝ 110.89ｇ ） 及 び Ｓ ３ （ Ｎ ３ ３ ＝ 102.27ｇ ） を ロ ッ ト Ｍ １ と し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 ロ ッ ト Ｍ ２ の 組 合 せ を 行 な っ た 。
（ ス テ ッ プ ２ ）
　 １ 回 目 の 選 択 を 行 な っ た 。 未 選 択 の 物 品 Ａ の 物 品 群 に お け る Ｗ Ｎ maxは 109.64ｇ で あ り
、 Ｗ Ｎ minは 89.90ｇ で あ り 、 Ｗ Ｎ aveと Ｗ Ｎ minと の 差 が 10.36ｇ で あ り 、 Ｗ Ｎ maxと Ｗ Ｎ av
eと の 差 が 9.38ｇ で あ る こ と か ら 、 （ Ｗ Ｎ ave－ Ｗ Ｎ min） ≧ （ Ｗ Ｎ max－ Ｗ Ｎ ave） を 満 足
す る の で 、 Ｓ １ ＝ Ｗ Ｎ min（ 89.90ｇ ） を 選 択 し た 。 ま た 、 Ｗ Ｓ aveを 求 め た と こ ろ 、 89.90
ｇ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ ス テ ッ プ ３ ）
　 ２ 回 目 の 選 択 を 行 な っ た 。 Ｗ Ｓ ave（ 89.90ｇ ） ＜ Ｗ Ｎ ave（ 100.26ｇ ） を 満 足 す る の で
、 Ｓ ２ と し て 、 未 選 択 の 物 品 Ａ の 物 品 群 中 の Ｗ Ｎ max（ 109.64ｇ ） を 選 択 し た 。 ま た 、 Ｗ
Ｓ aveを 再 計 算 す る と 99.77ｇ と な っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
（ ス テ ッ プ ４ ）
　 最 後 （ ３ 回 目 ） の 選 択 を 行 な っ た 。 Ｎ ４ ３ （ 101.26ｇ ） を 選 択 し て Ｗ Ｓ aveを 再 計 算 す
る と Ｗ Ｓ ave＝ 100.27ｇ と な り 、 Ｗ Ｎ ave＝ 100.26ｇ に 最 も 近 い の で 、 Ｓ ３ と し て 、 Ｎ ４ ３

101.26ｇ ） を 選 択 し た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ ス テ ッ プ ５ ）
　 こ う し て 選 択 し て 組 合 せ た Ｓ １ （ Ｎ ９ ９ ＝ 89.90ｇ ） 、 Ｓ ２ （ Ｎ ２ ＝ 109.64ｇ ） 及 び Ｓ

３ （ Ｎ ４ ３ ＝ 101.26ｇ ） を ロ ッ ト Ｍ ２ と し た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 同 様 の 手 順 を 繰 り 返 し 、 組 合 せ た 順 に Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ３ ３ ） の ロ ッ ト を つ け た 。
　 こ の ロ ッ ト Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ３ ３ ） の 各 平 均 重 量 Ｗ Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ３ ３ ） は 、 Ｗ Ｍ ｊ ＝ {100
.26、 100.27、 100.27、 100.27、 100.25、 100.26、 100.16、 100.29、 100.24、 100.26、 100
.23、 100.24、 100.38、 100.28、 100.25、 100.34、 100.52、 100.00、 99.88、 99.84、 99.86
、 99.80、 99.77、 100.74、 99.77、 99.76、 99.73、 100.80、 100.68、 100.56、 100.63、 100
.74、 100.76}（ 各 数 字 の 単 位 は ｇ ） で あ っ た 。
　 こ の Ｗ Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ３ ３ ） の 標 準 偏 差 は 、 ０ ． ３ ２ で あ っ た 。
　 な お 、 Ｎ ３ ５ （ 重 量 は 102.07ｇ ） は Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ３ ３ ） の 組 合 せ の 中 に 入 ら な か っ た
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
比 較 例 １
　 実 施 例 １ と 同 じ 物 品 Ａ の 物 品 群 を 用 い 、 実 施 例 １ の ス テ ッ プ １ と 同 様 に し て 、 組 合 せ を
重 量 測 定 順 に 行 っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 次 に 、 重 量 測 定 順 の 初 め の ３ つ の 物 品 Ａ （ 98.15ｇ 、 104.47ｇ 、 103.32ｇ ） を 選 択 し 、
ロ ッ ト Ｍ １ と し た 。 重 量 測 定 順 の 未 選 択 の ３ つ の 物 品 Ａ （ 95.64ｇ 、 98.06ｇ 、 97.43ｇ ）
を 選 択 し 、 ロ ッ ト Ｍ ２ と し た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 下 同 様 の 手 順 を 繰 り 返 し 、 組 合 せ た 順 に Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ３ ３ ） の ロ ッ ト を つ け た 。
　 こ の ロ ッ ト Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ３ ３ ） の 各 平 均 重 量 Ｗ Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ３ ３ ） は 、 Ｗ Ｍ ｊ ＝ {101
.98、 97.04、 99.35、 101.61、 106.26、 100.62、 99.08、 100.93、 95.82、 102.10、 98.50、
101.61、 96.70、 104.37、 99.77、 103.04、 102.97、 102.56、 101.09、 98.20、 103.99、 98.
33、 95.72、 99.46、 99.52、 101.67、 99.93、 97.92、 102.55、 98.38、 100.37、 100.14、 98
.57}（ 各 数 字 の 単 位 は ｇ ） で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の Ｗ Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ３ ３ ） の 標 準 偏 差 は ２ ． ４ ７ で あ っ た 。
　 な お 、 Ｎ ８ ４ （ 重 量 は 95.88ｇ ） は 、 Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ３ ３ ） の 組 合 せ の 中 に 入 ら な か っ た
。
【 ０ ０ ４ ８ 】
実 施 例 ２
　 実 施 例 １ と 同 じ 物 品 Ａ の 物 品 群 を 用 い 、 実 施 例 １ の ス テ ッ プ １ と 同 様 に し て 、 組 合 せ を
重 量 測 定 順 に 行 っ た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 物 品 Ａ を ４ 個 ず つ （ ｐ ＝ ４ ） 組 合 せ 、 そ の 組 合 せ た 順 に
Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ２ ５ ） の ロ ッ ト を つ け た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の ロ ッ ト Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ２ ５ ） の 各 平 均 重 量 Ｗ Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ２ ５ ） は 、 Ｗ Ｍ ｊ ＝ ｛ 10
0.38、 100.30、 100.22、 100.28、 100.27、 100.27、 100.24、 100.28、 100.27、 100.28、 10
0.25、 100.28、 100.24、 100.24、 100.25、 100.27、 100.27、 100.27、 100.30、 100.26、 10
0.31、 100.23、 100.20、 100.28、 100.12｝ （ 各 数 字 の 単 位 は ｇ ） で あ っ た 。
　 こ の Ｗ Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ２ ５ ） の 標 準 偏 差 は ０ ． ０ ５ で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
比 較 例 ２
　 実 施 例 １ と 同 じ 物 品 Ａ の 物 品 群 を 用 い 、 実 施 例 １ の ス テ ッ プ １ と 同 様 に し て 、 組 合 せ を
重 量 測 定 順 に 行 っ た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 実 施 例 ２ に お い て 、 組 合 せ を 重 量 測 定 順 に 行 な っ た 以 外 は 、 実 施 例 ２ と 同 じ ４ 個 ず つ （
ｐ ＝ ４ ） の 組 合 せ を 行 な い 、 組 合 せ た 順 に Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ２ ５ ） の ロ ッ ト 番 号 を つ け た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の ロ ッ ト Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ２ ５ ） の 各 平 均 重 量 Ｗ Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ２ ５ ） は Ｗ Ｍ ｊ ＝ ｛ 100.
39、 98.02、 101.58、 105.72、 98.79、 100.65、 96.68、 101.10、 100.75、 99.34、 102.07、
101.50、 102.73、 101.81、 99.07、 99.90、 100.03、 98.19、 99.86、 102.19、 97.22、 101.2
0、 98.84、 101.03、 97.90｝ （ 各 数 字 の 単 位 は ｇ ） で あ っ た 。
　 こ の Ｗ Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ２ ５ ） の 標 準 偏 差 は １ ． ９ ９ で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
比 較 例 ３
　 実 施 例 １ と 同 じ 物 品 Ａ の 物 品 群 を 用 い 、 実 施 例 １ の ス テ ッ プ １ と 同 様 に し て 、 重 い 順 序
に 並 べ た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 実 施 例 １ で 重 い 順 序 に 並 べ た Ｎ ｉ （ i＝ 1～ １ ０ ０ ） の 中 か ら 重 い 方 か ら ２ 個 、 及 び 軽 い
方 か ら ２ 個 を そ れ ぞ れ 選 択 し 、 合 計 ４ 個 （ Ｎ 1 、 Ｎ 2 、 Ｎ 1 0 0 、 Ｎ 9 9 ） を ロ ッ ト Ｍ 1 と し た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 選 択 で 残 っ た Ｎ ｉ （ i＝ ３ ～ ９ ８ ） の 中 か ら 重 い 方 か ら ２ 個 、 及 び 軽 い 方 か ら ２ 個
を そ れ ぞ れ 選 択 し た 合 計 ４ 個 （ Ｎ 3 、 Ｎ 4 、 Ｎ 9 8 、 Ｎ 9 7 ） を ロ ッ ト Ｍ 2 と し た 。 以 下 同 様 に

10

20

30

40

50

(8) JP 2006-189263 A 2006.7.20



し て 、 ４ 個 ず つ （ ｐ ＝ ４ ） の 組 合 せ を 行 な い 、 組 合 せ た 順 に Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ２ ５ ） の ロ ッ
ト 番 号 を つ け た 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の ロ ッ ト Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ２ ５ ） の 各 平 均 重 量 Ｗ Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ２ ５ ） は 、 Ｗ Ｍ ｊ ＝ ｛ 99
.51、 99.98、 100.49、 100.56、 100.83、 100.88、 100.32、 100.10、 100.21、 100.51、 100.
53、 100.52、 100.57、 100.49、 100.15、 100.15、 100.17、 100.09、 100.02、 100.08、 100.
08、 100.13、 100.21、 100.00、 99.98｝ （ 各 数 字 の 単 位 は ｇ ） で あ っ た 。
　 こ の Ｗ Ｍ ｊ （ ｊ ＝ 1～ ２ ５ ） の 標 準 偏 差 は ０ ． ３ ０ で あ っ た 。
　 表 １ に 、 実 施 例 １ ～ ２ 及 び 比 較 例 １ ～ ３ で 得 ら れ た ロ ッ ト Ｍ ｊ の 標 準 偏 差 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 表 １ に 示 さ れ た 結 果 か ら 、 各 実 施 例 に よ る 組 合 せ 方 法 で は 、 物 品 Ａ の 物 品 群 の 全 体 の 平
均 値 に 近 い 組 合 せ を つ く る こ と が で き る こ と が わ か る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 発 明 の 物 品 の 組 み 合 せ 方 法 は 、 例 え ば 、 工 業 製 品 、 農 産 物 、 水 産 物 等 の 物 品 の 物 性 に
バ ラ ツ キ が あ る と き に 、 そ の 複 数 の 物 品 が 組 合 さ れ た 物 品 の ロ ッ ト ご と の 物 性 の バ ラ ツ キ
を 小 さ く す る の に 好 適 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 物 品 の 組 合 せ 方 法 の 操 作 手 順 の 一 実 施 態 様 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 Ａ ： 品 質 管 理 の 対 象 と す る 物 品 の 名 称
　 ｎ ： 組 合 せ 前 の 物 品 Ａ の 個 数
　 Ｗ Ｎ max： 未 選 択 の 物 品 Ａ の 物 品 群 中 の 最 大 重 量
　 Ｗ Ｎ min： 未 選 択 の 物 品 Ａ の 物 品 群 中 の 最 小 重 量
　 ｍ ： 物 品 Ａ を ｐ 個 組 合 せ た ロ ッ ト の ロ ッ ト 数
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【 図 １ 】

(10) JP 2006-189263 A 2006.7.20


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

